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Ⅰ新技術の解説

１要旨

カキ「会津身不知」の脱渋・出荷用として、ポリサンド段ボールに代わり普及しつつある、防湿段ボール
の脱渋性能及び使用方法を明らかにした。

(1) 防湿段ボールは、ポリサンド段ボールに比較して気密性が劣る傾向にあった（図１）。防湿段ボール
内のエタノールガス濃度は、エタノールの投入量を増やすことや、段ボールをポリエチレンフィルム
製の袋で被覆することにより高まり（表２）、果実が吸収するエタノール量も増加した（図２）。

(2) 防湿段ボールの脱渋の進行は、ポリサンド段ボールに比較して若干遅れる傾向にあったが、エタノ
ールの吸収量を増加させることにより速まることが確認された（表３）。また、これに伴い果皮汚染が
増加する症状も認められたが、ポリサンド段ボールより程度は軽かった（表４）。

(3) 果実の着色進度は防湿段ボールが優れる傾向にあり（表５）、また果肉硬度の推移は処理区間の
差が少なかった（表６）。

(4) 以上のことから、防湿段ボールを用いて「会津身不知」の脱渋を行う場合は、以下のような基準に
従うことが望ましいと判断された。

２期待される効果

カキ「会津身不知」の脱渋処理における防湿段ボールの使用基準を明確にしたことで、脱渋性や果実
品質の確保が図られる。

３適用範囲

県内の「会津身不知」産地

４普及上の留意点

防湿段ボールの仕様にはメーカーにより多少の差があるため、使用に当たっては予備試験を行うこと
が望ましい。
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